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頃より、当社の

東海総合研修

来、原子力発

多くの方々

また、2012

いても、研修

貴社におかれ

ますが、東海

用頂けます様

本冊子でご紹

及び原子力安

シミュレータ

計１９コース

修コースの詳

ttp://www

また、本冊子

陣等を活用し

ら各研修セン

     

敦

の業務運営

修センター

発電事業に

々に受講し

2 年（平成

修コースを

れましては

海総合研修

様よろしく

紹介する 2

安全等を学

タや保修訓

ス、敦賀総

詳細につき

w.japc.co.

子にご希望

して研修コ

ンターまで

    

敦賀総合研

営について多

ーは、1968

必要な様々

して頂いてお

24 年）に

をご用意して

は、知識・技

センター及

お願い申し

2020 年度

学習する机上

訓練設備等を

総合研修セン

きましては、

.jp/trainin

の研修コー

コースをご提

でお問い合わ

     

修センター

ご案内
 

多大なご支援

8 年（昭和

々な研修コ

おります。

に福井県敦賀

ております

技能向上を

及び敦賀総

し上げます

度開催の研修

上研修や、原

を利用した

ンターの主

、当社ホー

ngcenter/

ースが見当

提案できる

わせ下さい

    

ー 

内 

援とご協力

和 43 年）の

コースを設定

 

賀市に開設

す。 

図るために

総合研修セン

す。 

修コースは

原子力プラ

た実習等で、

主催は計７コ

ームページも

/index.htm

たらない場

るかと存じま

い。 

   東海

を賜り、厚

の「東海研

定し、電力

設した敦賀総

に各種研修

ンターの研

は、放射線管

ラントの挙動

、東海総合研

コースです

も合わせて

ml 

場合でも、

ますので、

海総合研修

く御礼申し

研修所」とし

会社・電力

総合研修セ

を行われて

研修コースも

管理や設備

動を模擬す

研修センタ
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てご覧下さい

当社の研修

ご要望等ご

修センター 

し上げます。

しての開設

力関係会社

センターに

ていると存

も、ぜひご

備管理の基

するプラン

ターの主催
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ございまし
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し
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コ　ー　ス　名 開始日 終了日 会場 備考

1 プラントシステムコース（ＢＷＲ） 10/27 (火) 10/28 (水) 2 日間 東海 37,000 円

2 プラントシステムコース（ＰＷＲ） 8/6 (木) 8/7 (金) 2 日間 東海 37,000 円

3 原子力安全コース 1/28 (木) 1/29 (金) 2 日間 東海 30,000 円

4 原子力入門コース 6/24 (水) 6/26 (金) 3 日間 東海 44,000 円

5 原子力発電所の放射線管理員養成コース 11/10 (火) 11/20 (金) 9 日間 東海 90,000 円

6 工事監理のための放射線防護教育 4/22 (水) 4/23 (木) 2 日間 東海 33,000 円

7 放射線事業所おける労務管理者研修 1/21 (木) 1/22 (金) 2 日間 東京近郊 35,000 円

8 γ線核種分析技術コース 2/9 (火) 2/10 (水) 2 日間 東海 52,000 円

9 原子炉施設廃止措置コース 12/10 (木) 12/11 (金) 2 日間 東海 25,000 円

10 クリアランス測定判断要員養成コース 1/26 (火) 1/28 (木) 3 日間 東海 61,000 円

11 原子力鋼材コース 7/28 (火) 7/30 (木) 3 日間 東海 33,000 円

12 実務者のための耐震設計コース 2/16 (火) 2/18 (木) 3 日間 東海 33,000 円

13 電気工事士受験講習コース 10/6 (火) 10/7 (水) 2 日間 東海 33,000 円

14 シーケンサー使用実習コース 10/21 (水) 10/23 (金) 3 日間 東海 61,000 円

①基本 8/25 (火) 8/27 (木) 3 日間 東海

②溶接技術 8/28 (金) 9/4 (金) 6 日間 東海

③溶接実習 9/7 (月) 9/9 (水) 3 日間 東海

④非破壊試験 9/10 (木) 9/23 (水) 8 日間 東海

⑤検査と実務 9/23 (水) 10/15 (木) 17 日間 東海

16 ＰＲＡ（確率論的リスク評価）教育コース 5/28 (木) 5/29 (金) 2 日間 東海 27,000 円

第１期 7/6 (月) 7/10 (金) 5 日間 東海

第２期 10/5 (月) 10/9 (金) 5 日間 東海

第３期 2/1 (月) 2/5 (金) 5 日間 東海

18 原子力基礎研修コース 5/18 (月) 6/19 (金) 25 日間 東海 240,000 円

19 化学管理応用コース 11/24 (火) 11/27 (金) 4 日間 東海 65,000 円

コ　ー　ス　名 開始日 終了日 会場 備考

1 化学管理基礎コース 5/26 (火) 5/28 (木) 3 日間 敦賀 55,000 円

2 JEAC4111内部監査員養成コース 9/3 (木) 9/4 (金) 2 日間 敦賀 50,000 円

3 ＰＲＡ（確率論的リスク評価）教育コース 5/21 (木) 5/22 (金) 2 日間 敦賀 27,000 円

4 工事監理のための放射線防護教育 9/29 (火) 9/30 (水) 2 日間 敦賀 33,000 円

5 γ線核種分析技術コース 10/21 (水) 10/22 (木) 2 日間 敦賀 52,000 円

止
置

廃
措

6 クリアランス測定判断要員養成コース 11/25 (水) 11/27 (金) 3 日間 敦賀 61,000 円

備
理

設
管

7 電気工事士受験講習コース 11/19 (木) 11/20 (金) 2 日間 敦賀 33,000 円年１回

【敦賀総合研修センター主催】
受講料（税抜）

円

年１回

開催頻度

年１回
分割
開催

原
子
力
専
門

円
分割
開催

法定事業者検査員認定コース15

設
備
管
理

年１回

年１回

2020年度 募集コース及び開催日程等

年１回

放
射
線
管
理

年１回

年１回

（日程は、都合により変更する場合があります。）

期間

原
子
力
専
門

年１回

年１回

年１回

17 原子炉主任技術者受験講習コース

年１回

年１回

年１回

年１回

195,000

年１回

年１回

885,000

年１回

【東海総合研修センター主催】

年1回

年１回

年１回

年１回

年１回

年1回

年１回

受講料（税抜）

年１回

開催頻度 期間

原
子
力
初
級
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射
線
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理

廃
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措
置
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 １．プラントシステムコース（BWR） 
 

 

 

沸騰水型軽水炉（BWR）発電所の系統構成・機能、プラント起動や原子炉の制御方式等発電所の

システムに係わる概要を習得できます。  

画像を多用した原子力発電教育シミュレータにより、プラントの起動操作・運転制御・原子炉緊急

停止事象などの挙動を確認します。 

 

 

 

対象者 
日 程 （期間） 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開 始 終 了 日数 

原子力発電の基礎 

知識を有している方 
10 月 27 日(火) 10 月 28 日(水) ２日間 １２名 ￥３７，０００

※最少開催人数（4 名） 

 

 

 

１日目 8:45～17:00 ２日目 8:45～15:15 

講義及びシミュレータ実習 

・発電所主要系統の構成及び機能 

・プラント起動操作の学習 

シミュレータ実習 

・プラントの制御方法 

・事故挙動等観察 

他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子力発電教育シミュレータ 

�

コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容



東海総

 

 2
 

 

運

停

 

 

 

入社

原子

知識

 

 

 

１日

講義

・発

・運

・各

・イ

 

 

 

 

 

 

 

原子力発電

総合研修セン

2．プラ

加圧水型軽

運転に係わる

画像を多用

停止事象など

対象者 

社２～３年で

子力発電の基

識を有してい

日目 8:45～

義及びシミュ

発電所主要系統

運転操作（出

各制御系の運

インターロッ

電教育ｼﾐｭﾚｰ

ンター主催 

ラント

軽水炉（PWR

る概要を習得

用した原子力

どの挙動を確

で 

基礎 

いる方 

8

～17:00 

レータ実習 

統の構成及び

力変動） 

運転・挙動 

ク 

ｰﾀ室

研修コース

システ

R）発電所の

得できます。

力発電教育シミ

確認します。

開始日 

8 月６日(木

び機能 

ス 

4 

テムコー

の全体系統か

ミュレータに

期  間

終了

木) 8 月７

２日

講義

・運

・主

・プ

・原

ース（Ｐ

ら各系統の構

により、プラ

間 

了日 

７日(金) 

目 8:45～

義及びシミュレ

運転操作（起動

主要系統の運転

プラント制御

原子炉緊急停止

発電所主要

ＰＷＲ）

構成・機能、

ントの起動操

定
日数 

２日間 １

～1５:30 

レータ実習 

動） 

転と挙動 

止等事象の観

要系統図

） 

プラント起動

操作・通常運

定員※ 
（

１２名 ￥

※最少開催

観察 

動など発電所

運転・原子炉緊

受講料 

消費税抜き

３７，００

催人数（4 名）

所の

緊急

き）

０

�

コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容
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 3．原子力安全コース 
 

 

 

原子力発電の安全確保を目的とした、原子力関係法令及びこれら法令の根底にある原子力安全の考

え方、安全確保等の基本について理解を深めることができます。 

原子力発電所を運営していく上で必要な基本的知識である原子力安全に関して、基礎から実運用ま

で体系的に理解することができます。 

画像を多用した原子力発電教育シミュレータ実習により安全評価手法・具体的な安全評価結果につ

いても習得できます。 

 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

原子力の安全設計・

安全確保について 

学びたい技術系の方 

１月 28 日(木) １月 29 日(金) ２日間 １２名 ￥３０，０００

※最少開催人数（4 名）

 

 

 

１日目 8:30～1７:00 ２日目 8:30～1６:３0 

講義 

・原子力安全の概観及び法令概要 

・原子力安全確保の基本原則 

・原子力安全設計の基本方針 

・安全評価手法 

講義 

 ・シビアアクシデントと防災 

 ・安全文化，安全目標 

シミュレータ実習 

 ・安全評価の保守性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PWR 原子炉 
BWR 原子炉 

原子力発電教育ｼﾐｭﾚｰﾀ室

�

コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容



東海総合研修センター主催 研修コース 

6 

 

 4．原子力入門コース 
 

 

 

原子力発電所の沸騰水型（BWR）・加圧水型（PWR）のプラント構成、主要機器の機能・構造な

どの基礎的な知識を習得できます。 

画像を多用した原子力発電教育シミュレータによる実習を通して、運転状態や原子炉緊急停止事象

が理解できます。 

当研修センター内にあるポンプなどの保修訓練設備を使用し、発電所における点検作業を体験する

ことができます。 

 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

原子力の基礎を学び

たい技術系の方 
６月 24 日(水) ６月 26 日(金) 3 日間 １２名 ￥４４，０００

※最少開催人数（4 名）

 

 

 

１日目 ８:３０～１７:００ ２日目 ８:３０～１７:００ ３日目 ８:３０～１７:００ 

講義（BWR） 

・構成、主要機能 

・教育ｼﾐｭﾚｰﾀ実習（BWR） 

講義（PWR） 

・構成、主要機能 

・教育ｼﾐｭﾚｰﾀ実習（PWR） 

実習（保修設備） 

・ポンプの構造 

・ポンプ等カットモデル解説 

・主な電気設備の解説 

・センサーと制御弁 

・ループ設備運転   等 

 

 

 

 

 

 

 

原子力発電教育ｼﾐｭﾚｰﾀ

保修訓練設備

カットモデル

�

コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容
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 5．原子力発電所の 

放射線管理員養成コース 
 

 

原子力発電所の放射線管理経験のある方を対象として、必要な放射線管理業務の基礎知識及び

実務的技術等の習得ができます。 

放射線下作業での放射線管理員は、作業を安全に進めるため、放射線に対するさまざまな知識

が必要となります。 

放射線測定等に関する知識を習得し、さらに実務に精通した信頼される放射線管理員を養成し

ます。 

 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き） 開始日 終了日 日数 

原子力発電所 

の放射線管理を 

担当される方 

11 月 10 日(火) 11 月 20 日(金) 9日間 10 名 ￥９０，０００ 

※最少開催人数（6 名）

 

 

全日 8:30～17:00（最終日のみ12:00 終了） 

科 目 内 容 講習時間 

放射線 

防護基礎 

放射線の物理、測定技術、 

遮蔽、人体への影響、 

関係法令など 

11 時間 

放射線 

管理実務 

原子力発電所の概要、 

放射線源、線量当量管理、 

汚染・廃棄物管理、 

個人管理、事故事例研究 等 

22 時間 

放射線 

防護実習 

実習ガイダンス、γ・β線測定 

γ線核種分析、遮蔽実験 等 
12 時間 

保修実習 計装・機械設備の保修 3 時間 

演習 

試験 

演習 

修了試験 
3 時間 

講習時間合計 51 時間 
 

 

�

コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容
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 6．工事監理のための放射線防護教育 
 

 

 

工事監理を担当する方が、管理区域内の工事に付随する放射線防護に適切な対処ができるよう、必

要な基礎的知識・技能を習得できます。 

監理員または現場作業責任者として、管理区域内で工事を行う際に知っておくべき放射線・放射能

の知識や放射線防護の基礎知識を理解することができます。 

また、放射線実習を通して、線量率サーベイメータ等を使用した実務に即した放射線測定等を習得

できます。 

 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

放射線防護の基礎を

学びたい方 

（初級保修員、現場

責任者クラス） 

4 月 22 日(水) 4 月 23 日(木) 2 日間 6 名 ￥３３，０００

※最少開催人数（4 名）

 

 

 

１日目 8:30～17:00 ２日目 8:30～15:30 

講義 

・放射線,放射能,放射線測定の基礎知識

実習 

・距離による減衰測定 

・汚染サーベイメータの使用方法 

・線量率マップの作成 

講義 

・放射線防護,放射線遮蔽の基礎知識 

実習 

・遮蔽効果の測定 

 

 

第 2 実習室 

サーベイメータ

�

コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容



東海総合研修センター主催 研修コース 
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 7．放射線事業所における労務管理者研修 
 

 

 

放射線事業所で労務管理を担当される方が必要とする放射線管理、放射線の健康影響に関する知

識、放射線個人管理に関する実務、労災問題への適切な対応方法等が習得できます。 

放射線下作業における管理には、線量の管理や特殊健康診断等、一般の事業所には無い特別な要素

が加わり、法令上種々の業務が課せられているため、放射線事業所の労務管理者には特別な知識が要

求される結果となっており、放射線障害の労災補償へ適切に対応することも求められています。 

本コースではこれらの実務を担っている労務管理者の方々に役立つ研修です。 

 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

放射線事業所で労務

管理の実務を担当さ

れている方 

1 月 21 日(木) 1 月 22 日(金) 2 日間 50 名 ￥３５，０００

※申込み多数の場合は調整させていただくことがあります。 開催場所：東京近郊 
※最少開催人数（20 名）

 

 

１日目 9:30～17:00 ２日目 9:30～15:00 

講義 

・放射線事業所における被ばく管理の基礎 

・放射線の健康影響とリスク 

・放射線事業所における労働安全衛生管理 

実務経験をめぐって（１） 

講義 

・放射線に関する労災裁判における法律問題 

・放射線事業所における労働安全衛生管理 

実務経験をめぐって（２） 

 

 
研 修 風 景 

�

コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容



東海総合研修センター主催 研修コース 

 

 8．γ線核種分析技術コース 
 

 

 

Ｇｅ半導体測定装置を用いて、γ線核種分析を担当する放射線管理員、化学管理員が必要とす

る核種分析方法の基礎、専門知識、Ge 半導体測定装置の測定原理と機器構成等の必要な知識を

講義と実習により習得できます。 

 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

核種分析を担当する放

射線管理員、化学管理

員（Ge 半導体測定装

置を取扱ったことがあ

ること） 

2 月９日(火) 2 月 10 日(水) 2 日間 8 名 ￥５２，０００

※最少開催人数（4 名）

 

 

 

１日目 8:30～17:00 

□講義 

・Ge システム構成 

・Ge 半導体検出器の原理、性能 

・核種分析概要  

□実習 

・ピークサーチから定量分析まで 

・試料の測定 

２日目 8:30～17:00 

□講義 

・各種補正について 

・理解度確認 

□実習 

・実測定データを使用した解析 

 

 

 

 

Ge 半導体測定測定装置 
γ線ｽﾍﾟｸﾄﾙ 

10

コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容
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 9．原子炉施設廃止措置コース 
 

 

 

当社が進めている原子炉施設の廃止措置全般に関わる情報及び廃止措置制度や業務の理解・知識の

習得を図ります。 

当社東海発電所の原子炉施設廃止措置全般に関わる最新情報を解説すると共に、廃止措置の状況に

ついて現場見学を含めてご紹介します。 

 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

原子炉施設廃止措置

に関係する業務を 

担当される方 

12 月 1０日(木) 12 月 1１日(金) 2 日間 12 名 ￥２５，０００

※最少開催人数（6 名）

 

 

 

１日目 8:30～17:00 ２日目 8:30～16:00 

・ 廃止措置の概要・制度 

・ 廃止措置の技術 

・ 東海発電所の廃止措置 

・ 放射能の評価 

・ 廃棄物の処理処分 

・ 東海発電所 廃止措置現場見学 
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コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容
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 10．クリアランス測定判断要員養成コース 
 

 

 

「放射性物質として扱う必要がないもの（クリアランス）」を判断できる技術者を養成し、クリア

ランス制度の法的位置付け・対象物の取扱い・測定等が習得できます。 

なお、2007 年１０月以降、クリアランスされた鉄材を再利用した遮蔽材等の製品が、順次関係箇

所へ納入されています。 

   

 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

放射線測定に関する

基礎知識を有する方 
１月 26 日(火) １月 28 日(木) ３日間 10 名 ￥６１，０００

※最少開催人数（5 名）

 

 

全日8:30～17:00 

１日目 

クリアランスレベル/法令/品質保証 

クリアランスの測定判断方法の概要 

（評価対象、基本手順、管理方法 等） 

２日目 放射線計測の基礎 

3 日目 
専用測定装置の概要 

修了試験 

※発電所におけるクリアランス専用測定装置の見学はありません。 

 

【クリアランス】 

ある放射線源に起因する人の健康に対するリスクが無視できることから， 

放射性物質として扱う必要がなく，当該放射線源を放射線防護に係る規制の体系から 

外しても良いとすること。（AESJ-SC-F005:2005） 

 再利用製品 （遮蔽用ブロック） 
ベンチ 
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コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容
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 11．原子力鋼材コース 
 

 

 

原子力発電所における機械設備の保全や高経年化対策には、各種原子力鋼材の概要とその評価方法

の基礎、関連法令等をより理解し知識を向上させることが重要となっています。 

本コースでは、各種原子力鋼材の金属的特徴・機械的性質・耐食性・破壊のメカニズム、応力腐食

割れ（SCC）等鋼材の欠陥評価の基礎理論・評価方法が理解できます。 

  

 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

原子力発電所の保修

（機械）関連業務を

担当される方 

7 月 28 日(火) 7 月 30 日(木) ３日間 20 名 ￥３３，０００

※最少開催人数（6 名）

 

 

 

1 日目 8:30～17:00 

原子力用構造材料の基礎 

・ 金属の特徴 

・ 金属材料の機械的性質 

・ 金属材料の腐食と耐食性、破壊と防止 

2 日目 8:30～17:00 

欠陥評価 

・ 破壊力学の基本 

・ ぜい性破壊、疲労き裂、応力腐食割れ等への応用 

3 日目 8:30～15:00 

関係法令の概要 

・ 関係法令と設計・建設規格 

・ 維持規格適用事例、維持規格学 

 

 

SCC 

疲労破壊 
割れ・ひび 
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コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容
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 12．実務者のための耐震設計コース 
 

 

 

原子力発電所の安全対策として、耐震設計はより重要性を増してきております。 

耐震設計に関する基本的考え方・全体設計フローを理解することで、設置許可・工事計画認可及び

安全審査の対応に役立ちます。 

 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

耐震設計に係わる

建設、保修業務を担

当される方 

2 月 16 日(火) 2 月 18 日(木) 3 日間 30 名  ￥３３，０００

※最少開催人数（６名）

 

 

 

1 日目 8:30～17:00 

 耐震設計概論 

 耐震重要度分類と許容基準 

 地質・地盤／地震・地震動 

 地震応答解析 

 建物・土木構造物の耐震設計 

2 日目 8:30～17:00 機器・配管系、電気計装品の耐震設計 

3 日目 8:30～12:00 

 新しい耐震技術の概要 

 地震ＰＳＡ 

（確率論的安全評価）の概要 
 

 

基準地震動 

荷重の組合せ 

断層モデル 

地震応答解析

S クラス 

応答スペクトル

動的解析モデル 

重要度分類 活断層 

Bクラス 
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コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容
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 13．電気工事士受験講習コース 
 

 

 

電気工事士の筆記試験に合格された方または免除される方を対象に、基本的な実技訓練を行うこと

により、電気工事士の技能試験の合格を目指します。 

電気工事を施工するときは、電気工事士の資格が必要となるため、電気工事士の資格取得を目指す

ことにより、電気設備の工事管理に必要な幅広い電気設備の知識や工事施工でのヒューマンエラー防

止のポイントを把握することのできる研修です。 

 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

第一種及び第二種電

気工事士技能試験受

験希望者 

10 月６日(火) 10 月７日(水) 2 日間 7 名 ￥３３，０００

※最少開催人数（4 名）

 

 

１日目 8:30～17:00 ２日目 8:30～17:00 

講義 

・回路図の読み取り／回路図作成訓練等 

実技（基本作業訓練） 

・工具の使い方 

・電線接続方法等 

実技（基本作業訓練） 

・公表問題に基づく配線実技 

 

 

 (出典:オーム社 第一種電気工事士技能試験公表問題の合格解答より) 

第一種電気工事士 完成施工写真 
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コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容
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 14．シーケンサー使用実習コース 
 

 

 

保修業務（制御関係）の遂行に必要な基礎知識であるシーケンサーについて、構成・機能・特性な

どの基本的知識や取扱いを修得する研修です。 

原子力発電所の計測制御装置には、ディジタル化が進み多くのシーケンサー（プログラマブルコン

トローラ）が使われているため、本コースでは、講義とシーケンサーを用いた実習を行い、プログラ

ム確認・変更などの習得を図ります。 

 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

原子力発電所の 

計測制御装置の 

基礎を学びたい方 

10 月 21 日(水) 10 月 23 日(金) 3 日間 6 名  ￥６１，０００

※最少開催人数（3 名）

 

 

 

1 日目 8:30～17:00 

講義 

・シーケンサーの基礎知識，使用方法 

・実習設備の説明 

実習 

・シーケンサー実習盤による取扱 

2 日目 8:30～17:00 
実習 

・シーケンサーの取扱，プログラミング 

3 日目 8:30～15:00 
実習及びまとめ 

・シーケンサーの取扱，プログラミング 

 

 
簡易シーケンサー実習盤 シーケンサー実習盤
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コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容
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① 基本 

② 溶接技

③ 溶接実

④ 非破壊

⑤ 検査と

原子力

使用前

溶接安

品質保

溶接技

溶接

験 
浸透探

線探傷

務 

試験検

習） 

あらか

接士検

溶接設

管理の

総合実

 

の時間は8:30

研修コース

業者検査

接事業者検査）

成と資格付けを

り、法定事業者

査員に求められ

能力も習得でき

用前検査（イ項

溶接事業者検査

8 月

技術 8 月

実習 ９月

壊試験 ９月

と実務 ９月

内

力発電と電気事

前検査 

安全管理審査制

保証 

技術(溶接後熱処

・熱処理実習

探傷、磁粉探傷

傷 

検査技術（機械

かじめの検査（

検査） 

設計（溶接設計

の実際 

実務実習 

0～17:00 と

ス 
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査員認

）が設置者の

をするため、

者検査員（溶

れる以下の能

きます。 

項（社内検査

査に係る工程

開始日 

月２５日(火) 

月２８日(金) 

月７日(月) 

月１０日(木) 

月２３日(水) 

内容 

事業法 

制度 

処理含む) 

傷、超音波探傷、

械試験、漏えい試

（溶接施工法検査

計基準、管理方法

となります。

認定コー

の責任による検

各科目毎に評

溶接事業者検

能力、および溶

査））の検査実

程管理能力 

期  間 

終了日 

8 月 2７日(木

９月４日(金)

９月９日(水)

９月２３日(水

10 月 1５日(木

講習

3日間

6日間

3日間

放射
８日間

試験実

査、溶

法） 

1７日間

3７日間

 

ース 

検査となり、

評価試験を行

検査員）の認定

溶接事業者検

実施能力 

日数 

木)

3７日間 

（分割開催）
水)

木)

日数 

間 

間 

間 

間

間 

間 

非

本コースは

行い、その結

定証が取得で

検査を外部に

定員※ 

） 
6 名  

※最少開催

熱処理

非破壊検査

研修

はこの事業者検

結果について弊

できます。 

に委託する場合

受講料 

（消費税抜き）

￥８８５，００

催人数（4 名）

理実習

（RT）講義

修風景

検査

弊社

合に

） 

０

義
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コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容



東海総合研修センター主催 研修コース 

18 

 

 16．ＰＲＡ（確率論的リスク評価）教育コース 
 

 

 

原子力発電所の安全規制や管理に活用されているリスク情報を理解するうえで必要となる、ＰＲＡ

の基礎知識及び手法を習得できます。 

本コースは、ＰＲＡの基礎知識を確率の基礎理論、ＰＲＡ手法の解説及びＰＲＡツールの実習を通

して得ることができ、国内外での活用事例を参考に、オンラインメンテナンスや停止時安全管理等の

保守管理、運転管理へのリスク情報の活用方法とメリットについて理解することができます。 

 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

原子力発電の知識を持

ち、保守管理、運転管理

業務に携わる方 

5 月 28 日(木) 5 月 29 日(金) 2 日間 8 名 ￥２７，０００

※最少開催人数（5 名）

 

 

 

1 日目 8:30～17:00 

ＰＲＡ、リスク、リスク情報とは… 

リスク情報活用の意義と活用動向 

確率の基礎理論 

ＰＲＡ手法 

（概要、ＰＲＡ分類･評価レベル、内的事象出力運転時レベル１ＰＲＡ

手法、その他ＰＲＡ手法） 

2 日目 8:30～17:00 

ＰＲＡツール実習 

（フォールトツリー・イベントツリー作成実習、事故シーケンス定量化･

リスクモニタ＊実習等） 

ＰＲＡ結果とリスク情報活用事例の紹介 

国内のリスク情報を活用した安全規制導入の状況 
＊：プラント状態（機器の供用／供用除外等）からその時点の炉心損傷頻度等

を逐次評価するためのリスク評価ツール 

【参考】 

ＰＲＡは、プラントの総合的な安全性を定量的に 

評価する有効な手段であり、起因となる事象の 

発生頻度×緩和系機器の失敗確率の掛け合わせで、 

炉心の損傷確率等を評価する手法。 

 

フォールトツリーの例

18

コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容



東海総合研修センター主催 研修コース 
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 17．原子炉主任技術者受験講習コース 
 

 

 

原子炉主任技術者筆記試験に合格するために、必要な基礎知識や要点を学び、演習問題を解くことにより

解答能力の向上を図ります。 

原子力発電所において、原子炉主任技術者は大変重要な役割を果たしており、原子炉主任技術者筆記試験

は合格率の低い難関な国家試験のひとつとなっているため、基礎知識等の習得及び解答能力の向上を図り、

筆記試験の合格を目指します。 

 

 

 

対象者 

期  間 
定員※ 

受講料 

（消費税抜き） ３分割にして開催 

 開始日 終了日 日数 

２０名 ￥１９５，０００

原子炉主任技

術者の資格取

得を目指され

る方 

第 1 期 7 月 6 日(月) 7 月 10 日(金)
15 日間 

(分割開催)
第 2 期 10 月 5 日(月) 10 月 9 日(金)

第 3 期 2 月 1 日(月) 2 月  5 日(金)

 ※最少開催人数（10 名）

 

 

全日 8:30～17:00 

時 期 科 目 

第１期 

 ・炉物理 

 ・法令 

・熱水力 

 ・原子燃料 

・計装 

第２期 

 ・原子力材料       ・構造設計 

 ・安全設計        ・動特性 

 ・放射線防護       ・炉物理 

 ・原子炉の運転 

第３期 

 ・炉物理演習       ・動特性演習 

 ・熱水力演習       ・法令演習 

 ・構造設計演習 

・放射線防護演習 
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コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容

コースのねらい
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コースの内容



東海総

 

 1
 

 

選

 

 

 

原子

若手

(実務

 

全日 

科

原

工

プラ

設

運営

原

関

実

施設

 

 

総合研修セン

18．原

原子力技術

本コースは

選した科目を

対象者 

子力に関わる

手技術者 

務経験 1～5

8:30～17

科目 

原子力 

工学 

・基

・原

・原

・放

・原

ラント 

設計 

・B

・原

・プ

営管理 
・原

・発

原子力 

関連 

・廃

・原

実習 

・伝

・原

・放

・原

設見学 

等 

・原

・レ

・テ

ンター主催 

原子力基

術者が備えて

は、原子力発

をわかりやす

開

る 

5 年) 

５月

7:00（最終日

基礎数学 

原子炉理論 

原子炉熱理論

放射線防護 

原子燃料と材

BWR、PWR

原子炉計測制

プラントの安

原子力関連法

発電所の管理

廃止措置 廃棄

原子燃料サイ

伝熱流動 

原子炉物理 

放射線測定 

原子力発電教

原子力関連施

レポート作成

テスト 

講習時間合

研修コース

基礎研修

ているべき基礎

発電に関する一

すく学びます。

期

開始日 

18 日(月) ６

日のみ15:0

内容 

論 

材料 

R のプラント

制御 

安全設計 

法令 

理 

棄物処分 

イクルと再処理

教育シミュレー

施設見学 

成 

合計 

ス 

20 

修コー

礎的な知識と

一般知識や技

。 

期  間 

終了日 

６月 19 日(金

00 終了） 

ト概要 

1

理 

ータ運転

1

ース 

と、実務者と

技術を習得す

日数 

) 25 日間

講習時間 

75 時間 

19.5 時間

9 時間 

3 時間 

24 時間 

19.5 時間

150 時間

なるための基

するコースと

定員※ 

20 名  

基盤の習得を

して、「基礎

受

（消費

￥２４０，

※最少開催

を図ります。

礎中の基礎」の

講料 

税抜き） 

，０００ 

催人数（6 名）

の厳

20

コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容



東海総合研修センター主催 研修コース 
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 19．化学管理応用コース 
 

 

 

原子力発電所の化学管理の知識・技術の向上及び役割・技術動向を学び、設備の健全性や維持管理

の実務が理解できます。 

原子力発電所の保全・維持管理において、化学管理はとても重要となるため、化学管理の役割・知

識及びトラブル事例から対処方法等を自ら考え修得する事により、化学管理の専門技術者の育成と実

務や技術向上に役立ちます。 

 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

原子力発電所の化学

管理に関係する業務

を担当される方 

11 月 2４日(火) 11 月 2７日(金) 4 日間 10 名 ￥６５，０００

※最少開催人数（5 名）

 

 

 

日 程 時 間 内   容 

1 日目 8:30～17:00 

【講義】 

・化学管理の役割 

・化学管理の歴史 

・最新技術動向 

2 日目 8:30～17:00 
【講義】 

・水化学の基礎 

3 日目 8:30～17:00 

【講義】 

・設備管理と化学 

【グループ討議】 

・化学関連トラブル対処方法 

４日目 8:30～15:30 

【グループ討議】 

・ＰＷＲとＢＷＲの化学管理 

【課題演習】 

・理解度確認（確認テスト） 

 

 

 

研 修 風 景 

（グループ討議中）
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コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容
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敦賀総合研修センター主催 研修コース 
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1．化学管理基礎コース 
 

 

 

原子力発電所の化学管理の知識・技術の向上及び役割・技術動向を学び、設備の健全性や維持管理

の実務を理解できます。 

原子力発電所の保全・維持管理において、化学管理はとても重要なため、本コースは、化学管理の

役割や知識を学ぶとともに、化学管理の実習・腐食実験を通して水化学の基礎を修得する事により、

化学管理に携わる技術者の育成と実務や技術向上に役立ちます。 

 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き） 開始日 終了日 日数 

原子力発電所の化学，運

転，保修に関する業務を

担当される方 

（入社 5 年未満程度） 

5/26 (火) 5/28 (木) ３日間 10 名 ￥５５，０００ 

※最少開催人数（5 名）

 

 

 

全日 8:45～17:00 

1 日目 

・化学管理の役割 

（化学管理の目的と方法、 

  ＢＷＲ／ＰＷＲ水化学管理） 

・化学管理の歴史と最新技術動向 

２日目 

・プラント化学管理（グループ討議） 

・化学分析の安全 

・化学実習（イオン交換樹脂通水、ヒドラジン測定 他） 

３日目 ・腐食実習（外部講師） 
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コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースの内容



敦賀総合研修センター主催 研修コース 
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2．JEAC4111 内部監査員養成コース 
 

 

 

原子力安全のためのマネジメントシステム規程（JEAC4111）の理解を深め、内部監査に必要な技能を

習得することができます。 

原子力発電所の業務を行うにあたり 原子力安全のためのマネジメントシステム規程（JEAC4111）」

の理解がとても重要となってきているため、その知識を深めた上で、監査を実施する能力を習得することに

より内部及び外部監査への対応力を養います。 

本講習会を受講し、最終日の理解度テストに合格すると内部監査員の任命時のエビデンスとして活用出来

る㈱テクノファ発行の『合格証明書』を取得することができます。 

 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

原子力安全のためのマネジメント 

システム規程（JEAC4111） 

の知識を深めたい方 

9/3 (木) 9/4 (金) 2 日間 18 名 ￥５０，０００

※最少開催人数（6 名）

 

 

 

１日目 8:45～17:00

品質ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑとJEAC4111 内部監査 

（内部監査の意義,力量,不適合指摘,改善提案展開） 

内部監査（模擬監査） 

・ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ 1：不適合の摘出

２日目 8:45～17:00

内部監査（模擬監査） 

・ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ 2：チェックリストの作成 

・ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ 3：ロールプレイ 

・不適合摘出書作成 

・是正処置とﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ 

・ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ 4：是正処置 

まとめ解説及び理解度テスト

 

※内部監査の実施に必要な技能の習得に力点をおくため、ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲを中心としたｹｰｽｽﾀﾃﾞｨとなりますので、前提

としてJEAC4111 の知識が必須となります。 
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2．JEAC4111 内部監査員養成コース 
 

 

 

原子力安全のためのマネジメントシステム規程（JEAC4111）の理解を深め、内部監査に必要な技能を

習得することができます。 

原子力発電所の業務を行うにあたり 原子力安全のためのマネジメントシステム規程（JEAC4111）」

の理解がとても重要となってきているため、その知識を深めた上で、監査を実施する能力を習得することに

より内部及び外部監査への対応力を養います。 

本講習会を受講し、最終日の理解度テストに合格すると内部監査員の任命時のエビデンスとして活用出来

る㈱テクノファ発行の『合格証明書』を取得することができます。 

 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

原子力安全のためのマネジメント 

システム規程（JEAC4111） 

の知識を深めたい方 

9/3 (木) 9/4 (金) 2 日間 18 名 ￥５０，０００

※最少開催人数（6 名）

 

 

 

１日目 8:45～17:00

品質ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑとJEAC4111 内部監査 

（内部監査の意義,力量,不適合指摘,改善提案展開） 

内部監査（模擬監査） 

・ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ 1：不適合の摘出

２日目 8:45～17:00

内部監査（模擬監査） 

・ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ 2：チェックリストの作成 

・ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ 3：ロールプレイ 

・不適合摘出書作成 

・是正処置とﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ 

・ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ 4：是正処置 

まとめ解説及び理解度テスト

 

※内部監査の実施に必要な技能の習得に力点をおくため、ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲを中心としたｹｰｽｽﾀﾃﾞｨとなりますので、前提

としてJEAC4111 の知識が必須となります。 

 

敦賀総合研修センター主催 研修コース 
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3．ＰＲＡ（確率論的リスク評価）教育コース 
 

東海総合研修センター主催の同コースと同様です。（18 ページをご参照下さい） 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

原子力発電所の知識を持ち、保守管

理、運転管理業務等に携わる方 
5/21 (木) 5/22 (金) 2 日間 8 名 ￥２７，０００

※最少開催人数（5 名）
 

 

４．工事監理のための放射線防護教育 
 

東海総合研修センター主催の同コースと同様です。（8 ページをご参照下さい） 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

放射線防護の基礎を学びたい方 

（初級保修員、現場責任者クラス） 
9/29(火) ９/30(水) 2 日間 ６名 ￥３３，０００

※最少開催人数（４名）
 

 

５．γ線核種分析技術コース 
 

東海総合研修センター主催の同コースと同様です。（10 ページをご参照下さい） 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

核種分析を担当する放射線管理員、

化学管理員（Ge 半導体測定装置を取

扱ったことがあること） 

10/21(水) 10/22(木) 2 日間 8 名 ￥５２，０００

※最少開催人数（４名）
 

 

敦賀総合研修センター主催 研修コース 
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コースのねらい

コースのねらい

コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

コースのねらい

コースのねらい

コースのねらい

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料

対象者、日程（期間）・募集定員および受講料



案内看板（電柱）

敦賀総合研修センター主催 研修コース 

27 

 

 

６．クリアランス測定判断要員養成コース 
 

東海総合研修センター主催の同コースと同様です。但し，発電所におけるクリアランス専用測定装置

の見学は実施します。（12 ページをご参照下さい） 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

放射線測定に関する基礎知

識を有する方 
11/25(水) 11/27 (金) 3 日間 10 名 ￥６１，０００

※最少開催人数（５名）
 

 

 

7．電気工事士受験講習コース 
 

東海総合研修センター主催の同コースと同様です。（15 ページをご参照下さい） 

 

 

対象者 
期  間 

定員※ 
受講料 

（消費税抜き）開始日 終了日 日数 

第一種及び第二種電気工事

士技能試験受験希望者 

※第二種を希望される方はお

申し出下さい。 

11/19 (木) 11/20 (金) 2 日間 10 名 ￥３３，０００

※最少開催人数（5 名）
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対象者、日程（期間）・募集定員および受講料
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対象者、日程（期間）・募集定員および受講料
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期  間 
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※最少開催人数（5 名）
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お申込みのご案内 
 
 
 
 

１．お申込み手続き及びコース受講のお知らせ 

１） ご希望の研修コースを選択し、受講申込書を以下のホームページよりダウンロードし必要

事項をご記入の上、弊社 各総合研修センターまで、E-mail、ＦＡＸ又は郵送にてお送り下

さい。 

http://www.japc.co.jp/trainingcenter/essential_points.html 
 

２） 各コースのお申込み受付期間は、開催日の３か月前から開催日の前月１０日までです。 
 

３） コース受講のお知らせは、下記の書類を連絡ご担当者に郵送致します。 

申込者ご本人宛 ： コースの詳細カリキュラム等の案内文書 

所 属 長 宛 ： 受講のお知らせ（敦賀主催は送付要に○をした方のみ） 
 

４） 日程（期間）、応募状況等につきましては、以下のホームページで随時更新しておりますの

でご確認ください。 

http://www.japc.co.jp/trainingcenter/index.html 
 

５） 最少開催人数に満たない場合は、開講されない場合があります。（開催されない場合は、受付

期間終了後にご連絡致します。） 
 

６） コースの内容は、都合により変更する場合がありますので、最新情報につきましては、ホ

ームページまたは直接お問い合わせ下さい。 
 

７） 受講対象の方は電力会社及び電力関係会社等になります。また、受講申込みは各企業単位

での申込みになります。 

受講者個人での申し込みはできませんのでご了承ください。 
 

２．受講料ならびにキャンセル料 

１）   受講料：募集コース一覧またはコース毎の案内にてご確認下さい。 

２）   キャンセル料 

開催の７日前から２日前まで 受講料の３０％をご負担頂きます。 

前日及び開催日まで 受講料の全額をご負担頂きます。 
 

３．宿泊施設 

   宿泊を希望される方は、各総合研修センターの宿泊施設をご利用頂けます。 

「受講申込書」によりお申込み下さい。（宿泊費は不要です。） 

＊県内からの受講者は宿泊できませんので、ご注意下さい。 

＊研修の増加に伴い、年間を通じて宿泊施設が混雑しております。参加される時期によっては、

宿泊施設が満室等でご利用できない場合もございます。その際にはこちらからご連絡を差し上

げますので、個人で宿泊の手配方よろしくお願い致します（個人負担となります）。 
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